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Mineko FUKUNAGA・Yoshiko YAMADA
To understand the realities of finding employment of the student, it investigated.
The results were as follow:
１）Half of students become dietitians.
２）Feeding service company occupies 2/3 finding employment as the dietitian.
３）Finding employment is decided to half of students within the year.
４）The job offer number of dietitians was 50 percent to June from April, and 90 percent to
December from April.
５）The student who changes finding employment hope doesn't have the purpose.
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平成 20 年１月に在籍していた（平成 19 年度卒業となる・以下、今年度）食物栄養専攻の２
年生 41 名、１年生 41 名、平成 18 年度卒業生（平成 19 年３月卒業・以下、18 年度卒）39 名、
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会社へ 63.2％、児童福祉施設 5.3％、老人福祉施設 10.5％、病院、その他 10.5％であった。18
年度卒では、給食会社 71.4％、児童福祉施設 4.8％、教育委員会（臨時栄養教諭）19.0％、食





始まるまでに就職が決まった学生は 35.9％、10～12 月 18.0％、１～３月 41.0％であり、18 年
度卒では、後期まで
23.1 ％ 、 10 ～ 12 月
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
給食会社 児童福祉施設 社会福祉施設 病院・その他
17 年度卒で、後期までに就職が決まった学生の職種は、栄養士 71.5％、専門職 14.3％、一
般職 7.1％、進学 7.1％、10～12 月では、栄養士 42.9％、専門職 14.3％、一般職 28.6％、進学
14.3％、１～３月では、栄養士 37.5％、専門職 6.3％、一般職 37.5％、進学 6.3％、その他 12.4％
であった。
18 年度卒では、後期まででは、栄養士 88.9％、専門職 11.1％、10～12 月では、栄養士 50.0％、
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17 年度卒を例に図８に示した。栄養士の求人状況は、給食会社 65.4％、児童福祉施設 9.6％、
老人福祉施設 7.7％、病院、その他 17.3％であり、給食会社が２/３を占めていた。栄養士とし
て就職した学生が実際に就いた職域の割合は、２・３．職域別の栄養士業務でも報告したとお
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ただく機会を平成 18 年度より設ている。平成 19 年度は、年間行事に組み入れて定例化し、５
社を招いて、学生の選択幅を増やした。
また、本学の学生は６割が給食会社に就職している現状を考えると、給食会社を希望する学
生は求人状況に合わせた４月より活動を開始する必要があるため、来年度からの会社説明会は
少なくとも４月に実施する必要がある。
４・４．キャリア教育の充実
現在行っているキャリア教育は、１年生では自己発見やマナー講座を中心に、２年生では本
格的な就職活動を前にして実践的な講座を行っている。２年生の４月から就職活動を始動させ
るためには、１年生の後半よりキャリア教育を充実させていく必要がある。２年生になる前か
ら、栄養士としての職業意識の植え付けややりがいを知るために、卒業生の職業体験談などを
聞く講座を検討している。
また、栄養士の業務内容について認識が低いために、授業内容に興味が持てず、校外実習で
－ 209 －
もこんなはずじゃなかったと感じる可能性もあることから、最初から栄養士についての認識を
高めることで、授業の重要性や内容に興味をもってもらうことが出来るのではないかと考えら
れる。１年生の入学当初には、栄養士の仕事についてや栄養士の職域、職域別の業務内容など
を学ぶための講座も検討中である。
４・５．インターンシップの導入
インターンシップとは、学生が一定期間企業のなかで研修生として働いて、自分の将来に関
連のある就業体験を行うものである。近年、若者の離職率が問題となっており、インターンシ
ップで就業体験を積むことによって、就職活動でのミスマッチを防ぐ狙いが大きくある。本学
でも最近、早期離職の問題が出てきているため、インターンシップの導入を考えなくてはなら
ない。
また、進路決定時期が遅い学生の特徴として、アルバイト経験がないこともあげられたこと
からも、目的は違ってくるかもしれないが、インターンシップをうまく利用していくべきであ
ると考える。
５．要約
学生の就職決定時期や就職先、求人状況などの実態を把握するために調査を行い、次のよう
な結果を得た。
１）学生の約半数は、栄養士として就職する。
２）栄養士としての就職先は、給食会社が２/３を占める。
３）年内に就職が決まっている学生は約半数である。
４）栄養士の求人件数は、４月から６月に全体の５割、４月から 12 月に全体の９割ある。
５）進路希望を変更した学生には、就きたい職業がない。
６）進路支援時期を早めに設定することが必要であることがわかった。
おわりに
来年度からは、求人状況にあわせた早めの進路支援を行うことで、進路希望に沿った就職が
叶うことを願っている。そのためには担当職員と教員、学生間の連携をより深めていかなくて
はならない。
私たち食物栄養専攻を担当する教員の立場から、今後は、一般職への進路変更理由である授
業の難しい点や実習の大変な点についての調査を実施し、授業内容や授業方法の検討、改善な
どを行い、入学した学生全員が栄養士になりたいと思ってもらえるように努力していきたい。
また、一部ではあるが、就職活動が遅くなってしまう要因の一つとして、アルバイト経験がな
いことが挙げられ、大学外での活動や内容を調査していくことも必要であると感じた。
私たちは、授業で専門的な知識や技術を教えるだけではなく、栄養士という職務の魅力を伝
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え、よりよい人材の育成に努めていかなければならない。
謝辞
今回の調査とまとめにあたり、就職進学課進路センターの山本さんにご協力いただきました。
この場をかりましてお礼申し上げます。
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